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今
、
心
一
つ
に　

10
月
31
日
に
行
わ
れ
た
田
野
畑
中
文
化
祭
。
写
真
は
、
一
揆
を
題

材
に
し
た
全
校
創
作
劇
「
み
ち
の
く
の
鼓
動
」
で
一
揆
指
導
者
の
弥

五
兵
衛
を
熱
演
す
る
佐
藤
由
季
也
君（
３
年
）。
関
連
記
事
は
22
㌻
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と
尾
肝
要
地
区
を
結
ぶ
延
長
４
・
５
㌔

の
自
動
車
専
用
道
路
。
国
道
45
号
最
大

の
難
所
﹁
閉
伊
坂
峠
﹂
の
急
カ
ー
ブ
急

こ
う
配
の
解
消
を
図
る
た
め
、
約
２
・

７
㌔
が
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
予
定
で
す
。

中
野
バ
イ
パ
ス
が
開
通

小
本
ま
で
約
５
分
短
縮

　

11
月
28
日
に
は
、
三
陸
北
縦
貫
道

路
﹁
中
野
バ
イ
パ
ス
﹂
が
全
線
開
通
し

ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
、
岩
泉
町
小
本

地
区
か
ら
本
村
大
芦
地
区
を
結
ぶ
延
長

６
・
２
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
。
途
中
、

岩
泉
ト
ン
ネ
ル
︵
延
長
１
９
８
６
㍍
︶

な
ど
３
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
整
備
さ
れ
、

急
カ
ー
ブ
急
こ
う
配
が
続
く
交
通
の
難

所
﹁
中
野
坂
﹂
を
回
避
。
快
適
で
安
全
・

安
心
な
走
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
開
通
に
よ
っ
て
、
大
芦
︱

小
本
間
は
約
４
０
０
㍍
・
５
分
の
短
縮

※�

自
動
車
専
用
道
路
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
、

軽
車
両
、
二
輪
車（
１
２
５
㏄
以
下
）は
通

行
で
き
ま
せ
ん

尾肝要道路の早期完成、工事の安全を願ってくわ入れを行った

尾
肝
要
道
路
の
着
工
式

百
人
が
工
事
安
全
誓
う

　

三
陸
北
縦
貫
道
路
﹁
尾
肝
要
道
路
﹂

の
着
工
式
は
11
月
19
日
、
尾
肝
要
地
区

で
開
催
さ
れ
、
村
や
国
、
工
事
関
係
者

な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
工
事
の

安
全
と
早
期
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

　

上
机
莞
治
村
長
は
﹁
村
に
と
っ
て
、

う
れ
し
い
日
を
迎
え
ま
し
た
。
尾
肝
要

道
路
は
こ
れ
ま
で
、
村
の
最
大
の
課
題

で
し
た
。
医
療
、
観
光
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
起
爆
剤
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
﹂
と
あ
い
さ
つ
。
三

陸
国
道
事
務
所
の
齊
藤
廣
見
所
長

は
﹁
尾
肝
要
道
路
は
田
野
畑
村
に

安
全
と
安
心
を
も
た
ら
す
道
路
。

本
年
度
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
も
着

手
し
ま
す
。
無
事
故
無
災
害
で
工

事
を
進
め
ま
す
﹂と
話
し
ま
し
た
。

　

尾
肝
要
道
路
は
、
田
野
畑
地
区

進
む
三
陸
北
縦
貫
道
路
の
整
備

尾
肝
要
道
路
着
工
式

中
野
バ
イ
パ
ス
開
通

イ
ン
タ
ー
名
は「
田
野
畑
南
IC
」と「
鵜
の
巣
断
崖
IC
」

に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
︵
以
下
﹁
IC
﹂︶

の
名
称
は
、
田
野
畑
側
か
ら
﹁
田
野
畑

南
IC
﹂﹁
鵜
の
巣
断
崖
IC
﹂﹁
岩
泉
龍
泉

洞
IC
﹂に
決
定
。
今
回
開
通
し
た
の
は
、

鵜
の
巣
断
崖
IC
か
ら
岩
泉
龍
泉
洞
IC
ま

で
の
４
・
７
㌔
で
す
。
平
成
18
年
２
月

に
開
通
し
て
い
た
田
野
畑
南
IC
か
ら
鵜

の
巣
断
崖
IC
︵
思
案
坂
大
橋
な
ど
︶
ま

で
の
１
・
５
㌔
と
合
わ
せ
６
・
２
㌔
の
自

動
車
専
用
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
始
ま
っ
た
中
野
バ
イ
パ

ス
の
整
備
。
約
24
年
を
か
け
て
念
願
の

全
線
開
通
を
迎
え
ま
し
た
。

小本方面から見る岩泉トンネル入口（長さ1,986m）

校
舎
な
ど
の
落
成
祝
い

ま
す
ま
す
の
発
展
誓
う

　

田
野
畑
中
︵
佐
々
木
幸
彦
校
長
、
生

徒
１
２
１
人
︶
の
校
舎
・
屋
内
運
動
場
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
落
成
式
は
10
月
30
日
、

同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
生
徒
や
教

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
２
５
０
人
が
新
校

舎
な
ど
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
始
ま
っ
た
式
典
は
﹁
田

中
一
揆
太
鼓
﹂
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
３

年
生
14
人
の
迫
力
あ
る
演
奏
は
勇
壮
な

音
を
響
か
せ
、
体
育
館
全
体
を
包
み
込

み
ま
し
た
。

　

上
机
莞
治
村
長
は
﹁
教
育
の
歴
史
に

輝
か
し
い
発
展
の
足
跡
を
積
み
重
ね
な

が
ら
前
進
す
る
こ
と
を
思
う
と
、
喜
び

と
大
き
な
期
待
を
抱
き
ま
す
﹂
と
主
催

者
あ
い
さ
つ
。
石
岡
三
郎
教
育
長
の
事

業
経
過
報
告
に
引
き
続
き
、
上
机
村
長

か
ら
建
築
工
事
な
ど
に
あ
た
っ
た
業
者

に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
佐
々
木
校
長
は

﹁
新
鮮
な
気
持
ち
で
学
習
や
部
活
動
、

生
徒
会
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
は
、

生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な
一
生
の
財
産
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
﹂
と
謝
辞
。

　

生
徒
会
長
の
佐
藤
由
季
也
君︵
３
年
︶

は
﹁
旧
校
舎
に
は
廊
下
が
な
く
、
生
徒

同
士
の
あ
い
さ
つ
が
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
新
校
舎
に
な
っ
て
あ
い
さ
つ
が
活

発
に
な
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
新
校

舎
で
中
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。
そ
の
こ
と
に

感
謝
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
思
い
出
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
﹂
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
田
野
畑
中
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

田
野
畑
中
の
整
備
は
、
平
成
18
年
７

月
に
校
舎
等
改
築
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
20
年
３
月

20
日
に
屋
内
運
動
場
が
完
成
し
、
翌
年

７
月
31
日
に
は
校
舎
が
完
成
。
21
年
９

月
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
整
備
に
着
手

し
、
22
年
10
月
25
日
で
す
べ
て
の
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
、
旧

校
舎
解
体
や
校
舎
建
築
、
備
品
整
備
な

ど
12
億
３
１
９
３
万
円
で
す
。

田
野
畑
中
落
成
式

校
舎
・
屋
内
運
動
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

田
野
畑
中
落
成
式

㊤式典の最後は出席者全員で校歌を斉唱し発展を誓った
㊨青空と木々の緑に良く映える白亜の校舎
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冷
た
い
ヤ
マ
セ
に
覆
わ
れ
る
村
に

差
し
込
ん
だ
太
陽
の
光

菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
の
拠
点

「
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
」が
設
立

　村内企業の倒産や工場閉鎖などが相次ぎ、
産業振興や雇用創出が大きな課題だった本
村。空き工場活用のためにさまざまな検討を
重ねてきました。そして、㈱北研と出合い、
サンマッシュ田野畑を設立することができま
した。村内では、サンマッシュ田野畑以外に
も菌床シイタケ生産に取り組む人たちが徐々
に増えてきています。菌床シイタケ生産が、
村の新たな産業として成長していくことを期
待しながら、村としても、さらに支援してい
きたいと考えています。

新たな産業として成長を期待

㈱サンマッシュ田野畑
代表取締役

上机  莞治村長

Interview

村で「菌床シイタケ」の生産が始まりました
村は新たな産業として産地を目指します

田野畑に、産地を形成するために必要な風土や土壌はあるのでしょうか
産地として確立するために、私たちには何ができるのかを考えます

特
集

古
く
か
ら
低
温
多
湿
な
冷
た
い
風
「
ヤ
マ
セ
」
に
苦
し
ん
で
き
た
田
野
畑
村
。

農
家
は
ヤ
マ
セ
を
逆
に
利
用
し
て
、
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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ヤ
マ
セ
に
苦
し
ん
だ
本
村
は

冷
涼
さ
を
逆
手
に
酪
農
振
興

　

ヤ
マ
セ
︱
︱
。

　

そ
の
低
温
多
湿
な
風
は
、
何
度
も

田
野
畑
村
に
冷
た
い
風
を
吹
き
つ
け

て
き
ま
し
た
。
サ
ン
サ
ン
と
降
り
注

ぐ
は
ず
の
夏
の
太
陽
を
遮
る
冷
た
く

て
厚
い
雲
。
ま
る
で
作
物
の
成
長
を

阻
む
か
の
よ
う
に
村
の
大
地
を
覆
い

尽
く
し
ま
し
た
。
遠
い
昔
か
ら
﹁
ヤ

マ
セ
﹂
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
田
野

畑
村
は
、
冷
害
に
よ
る
大
凶
作
に
何

度
も
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
そ
ん
な
ヤ
マ
セ
を
逆
に
利

用
し
て
、
酪
農
は
栄
え
て
き
ま
し

た
。
夏
で
も
冷
涼
な
気
候
は
、
酪
農

に
と
っ
て
は
追
い
風
。
今
や
村
産
業

の
中
心
で
す
。良
質
な
牧
草
を
食
べ
、

涼
し
い
気
候
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

い
牛
か
ら
搾
ら
れ
る
濃
厚
な
牛
乳
、

そ
れ
を
原
料
に
作
ら
れ
る
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
県
内
は

も
と
よ
り
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

冷
た
く
て
厳
し
い
不
況
の
風

村
の
経
済
や
雇
用
も
大
打
撃

　

近
年
村
は
、
ヤ
マ
セ
よ
り
も
冷
た

く
て
厳
し
い
風
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
﹁
不
況
﹂
と
い
う
北
風
︱
︱
。

　

世
界
中
が
不
況
の
風
に
さ
ら
さ
れ

る
中
、
本
村
も
企
業
の
倒
産
や
工
場

閉
鎖
な
ど
が
相
次
ぎ
、
雇
用
環
境
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。
職
を
求
め
る
人

の
姿
や
空
き
工
場
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
と
雇
用
創
出
が
緊
急
の

課
題
と
な
っ
た
村
は
、
雇
用
対
策
の

専
門
職
員
を
配
置
し
て
企
業
誘
致
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

本
中
が
不
況
の
中
、
企
業
誘
致
は
思

う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

村
の
財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
も
は
や
容
易
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
一
筋
の
光
を
見
い
だ

し
た
の
が
菌
床
シ
イ
タ
ケ
で
し
た
。

担
当
職
員
の
工
藤
光
幸
村
政
策
推
進

課
主
任
主
査
は
﹁
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
検

討
し
ま
し
た
。
や
は
り
村
に
合
っ
て

い
る
の
は
第
一
次
産
業
。
夏
涼
し
く

て
冬
温
暖
な
気
候
に
向
い
て
い
る
菌

床
シ
イ
タ
ケ
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
﹂
と
振
り
返
り
ま
す
。

村
に
差
し
込
む
温
か
い
陽
光

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
設
立

　

村
は
平
成
20
年
、
栃
木
県
に
本
社

を
置
く︵
株
︶北
研
と
出
合
い
ま
し
た
。

北
研
は
、
国
内
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
菌

種
生
産
量
の
約
50
％
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
最
大
手
。
夏
涼
し
く
て
冬
温
暖
な

村
の
気
候
は
、
北
研
が
進
め
る
菌
床

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
に

適
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
21
年
５

月
、
村
と
北
研
は
共

同
出
資
し
て
﹁︵
株
︶

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田

野
畑
﹂︵
社
長
・
上

机  

莞
治
村
長
、
社

員
25
人
︶
を
設
立
し

ま
し
た
。
施
設
は
19

年
に
閉
鎖
し
た
﹁
旧

丸
石
商
事
︵
株
︶
田

野
畑
工
場
﹂
を
利

用
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
約

３
億
８
千
万
円
か
け

て
改
修
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
は

北
研
の
菌
床
シ
イ
タ

ケ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
語
源
は
英
語
の

サ
ン
︵
太
陽
︶
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
︵
キ
ノ
コ
︶
で
す
。
ま
さ
に
、
ヤ

マ
セ
や
不
況
の
風
に
さ
ら
さ
れ
、
冷

た
く
て
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
村

に
、
暖
か
な
太
陽
の
光
が
差
し
込
ん

だ
瞬
間
で
し
た
。

　

ヤ
マ
セ
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
村

は
、
そ
の
ヤ
マ
セ
を
利
用
し
て
酪
農

を
基
幹
産
業
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、﹁
菌
床
シ
イ
タ
ケ
﹂

と
い
う
新
し
い
農
業
が
村
の
産
業
に

加
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

㈱サンマッシュ田野畑
〒028-8407
田野畑村松前沢54-8
☎37-3570
従業員25人
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を
培
養
し
た
種
駒
を
木
に
打
ち
込

む
方
法
が
開
発
さ
れ
、
原
木
シ
イ

タ
ケ
栽
培
は
全
国
に
広
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
60
年
代
ま
で
全
国

の
シ
イ
タ
ケ
の
１
０
０
％
が
原
木

で
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
木
シ
イ
タ
ケ
は
、
山
の
木
を

切
り
出
し
た
﹁
ほ
だ
木
﹂
に
、
菌

を
植
え
付
け
て
栽
培
す
る
も
の
。

一
般
的
に
濃
い
味
、
強
い
香
り
、

し
っ
か
り
し
た
肉
質
が
特
徴
で

す
。

　

原
木
栽
培
は
、
自
然
栽
培
に
近

い
形
で
生
産
す
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
季
節
栽
培
︵
主
に
春
と
秋
︶

に
な
り
が
ち
で
す
。
害
虫
、
有
害

菌
や
気
象
変
化
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
安
定
し
た
収
穫
量
や
品
質

を
確
保
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
困

難
で
す
。

　

菌
を
植
え
付
け
て
か
ら
収
穫
ま

で
は
早
く
て
半
年
、
通
常
１
年
以

上
も
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
、
収

入
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
生
産
者

は
資
金
繰
り
に
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
林
業
の
後
継
者
不
足
な

ど
か
ら
良
質
な
原
木
の
入
手
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
重
い
原
木

を
使
っ
た
作
業
は
重
労
働
に
な
り

が
ち
で
、
生
産
す
る
た
め
に
は
広

い
面
積
も
必
要
で
す
。

全
国
生
産
量
の
約
82
％

菌
床
栽
培
の
シ
イ
タ
ケ

　

時
代
が
平
成
に
変
わ
る
と
、
菌

床
シ
イ
タ
ケ
が
開
発
さ
れ
、
年
々

普
及
し
ま
し
た
。
21
年
に
全
国
で

生
産
さ
れ
た
生
シ
イ
タ
ケ
の
82
％

は
菌
床
栽
培
。
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の

主
流
は
原
木
か
ら
菌
床
へ
と
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
、
▼
広
葉
樹

な
ど
の
チ
ッ
プ
▼
お
が
く
ず
▼
穀

物
の
ぬ
か
類
▼
水
︱
を
混
ぜ
て
固

め
た
人
工
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
シ

イ
タ
ケ
菌
を
植
え
付
け
て
栽
培
し

ま
す
。
味
、
香
り
や
肉
質
は
原
木

栽
培
よ
り
も
ソ
フ
ト
で
や
さ
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
一
の
産
地
は
徳
島
県
。
県

内
で
は
久
慈
市
な
ど
が
盛
ん
で

自然に近い形で栽培する原木シイタケ

施設内で棚に並べて栽培する菌床シイタケ

パック詰め、出荷
シイタケのサイズごと（16種類）
に分けてパックや箱に詰める。
従業員の目と手で素早く選別さ
れる。製品はＪＡを通じ築地な
ど全国の市場へ出荷

菌
床
シ
イ
タ
ケ
が

で
き
る
ま
で

「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
」
は
ど
う
や
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
サ
ン
マ
ッ

シ
ュ
田
野
畑
の
、
菌
床
製
造
か
ら
シ
イ
タ

ケ
出
荷
ま
で
を
追
い
ま
し
た
。発生、収穫

芽が出始めて７日目くらいから
収穫開始。１つの菌床の収穫期
間は７～10日間程度。その後、
菌床を休ませるため芽出し管理
へ。これを５～６回繰り返す

高温処理、芽出し管理
袋を切る。菌床を丈夫にしたり、
大きくしっかりした芽を発生さ
せたりするため高温処理で夏を
経験させる。その後は芽出し管
理。芽が出始めたら発生へ

培養（２次）
菌床として販売しない物は自社
でシイタケ生産。菌床ブロック
の向きを縦に90度変え、１次培
養より少し温度を上げる。シイ
タケの芽を作らせる行程

培養（１次）
菌がブロック全体に伸びるとき
に発熱するため低温で培養。菌
がブロック全面に伸びたら２次
培養へ。１次培養が終わったも
のは菌床ブロックとしても販売

冷却、種植え
無菌状態の菌床ブロックを冷や
す。その後、シイタケ菌を植え
付けて密閉。植え付け終了まで
無菌状態が必要。雑菌が入ると、
廃棄処分になることもある

仕込み、殺菌
広葉樹のチップやおがくず、栄
養体などを混ぜ固め、菌床ブロッ
クを作る。できた菌床ブロック
は袋に入れ、数時間かけて高温
で殺菌し、無菌状態にする

室
町
時
代
か
ら
食
卓
に

栽
培
は
江
戸
時
代
か
ら

　

日
本
で
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
食
用
キ
ノ
コ
﹁
シ
イ
タ
ケ
﹂。

古
く
は
室
町
時
代
の
歌
人
、
蜷に

な

川が
わ

親ち
か

元も
と

が
記
し
た
﹁
親
元
日
記
﹂
に
、

シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
た
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
栽
培
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
生
し
た
も
の

を
採
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
江
戸

時
代
。
シ
イ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広

葉
樹
に
傷
を
付
け
、
そ
こ
に
胞
子

が
自
然
に
着
く
の
を
待
つ
と
い
う

根
気
の
い
る
方
法
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
頃
に
な
る
と
、
菌
糸

知
っ
て
い
ま
す
か
？

原
木
シ
イ
タ
ケ
と
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
違
い

シ
イ
タ
ケ
に
は
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
と
菌
床
シ
イ
タ
ケ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
生
産
方
法
、
味
、
見
た
目
や
歴
史
が
違
い
ま
す
。

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
で
生
産
す
る
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

す
。
東
北
地
方
で
は
本
県
の
ほ
か

に
秋
田
県
や
山
形
県
で
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
、
温
度
管
理

さ
れ
た
室
内
で
栽
培
さ
れ
ま
す
。

気
象
条
件
な
ど
の
影
響
を
受
け
に

く
く
、
機
械
に
よ
る
作
業
も
し
や

す
い
こ
と
か
ら
一
年
中
生
産
が
可

能
で
す
。
菌
や
菌
床
を
衛
生
的
に

管
理
で
き
る
こ
と
か
ら
安
心
・
安

全
で
高
品
質
な
シ
イ
タ
ケ
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

季
節
を
問
わ
ず
、
菌
を
植
え
付

け
て
か
ら
約
１
２
０
～
１
３
０
日

で
収
穫
。
資
金
の
回
転
が
早
い
の

で
﹁
専
業
﹂
経
営
も
可
能
で
す
。

さ
ら
に
、
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
は
原
木

に
比
べ
て
か
な
り
軽
量
で
す
。
狭

い
面
積
で
も
生
産
で
き
ま
す
。

　

原
木
シ
イ
タ
ケ
と
菌
床
シ
イ
タ

ケ
は
、
生
産
方
法
の
違
い
か
ら
味

や
見
た
目
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

良
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
消
費

者
は
、
値
段
、
味
や
使
い
方
な
ど

に
応
じ
て
、
好
み
の
商
品
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

菌
床
の
製
造
販
売
か
ら

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
ま
で

　

サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
は
、
菌

床
製
造
か
ら
シ
イ
タ
ケ
生
産
ま
で

の
す
べ
て
を
敷
地
内
で
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
菌
床

ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
・
販
売
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
食
用
品
と
し

て
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
が
始
ま
っ
た

の
は
今
年
８
月
。
本
格
的
な
生
産

に
移
行
し
た
の
は
10
月
下
旬
で

す
。
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
の
シ

イ
タ
ケ
生
産
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

　

現
在
は
１
日
に
３
０
０
㌔
前
後

を
収
穫
。
今
後
は
、
１
日
４
０
０

㌔
の
収
穫
量
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
収
穫
し
た
シ
イ
タ
ケ
は
サ
イ

ズ
な
ど
で
選
別
、
パ
ッ
ク
詰
め
し

て
、
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
東
京
・
築
地

市
場
、
埼
玉
県
や
長
野
県
な
ど
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。。

特集
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　シイタケには「エルゴステロール」という
成分が含まれています。実はこの成分、紫外
線（太陽光）に当てると「ビタミン D」に変
化します。もともとシイタケには、ビタミン
D が含まれていないので、そのまま食べても
摂取できません。日光は、かさの裏側に当て
ると効果的。生シイタケでも干しシイタケで
も調理前に 30 分、日光浴をさせるのが賢い
料理のポイントです。
（機械乾燥の干しシイタケの多くは、日光に
あまり当たっていません）

ちょっと待った！
そのシイタケ。
日光浴は
させましたか？

シ
イ
タ
ケ
は
万
能
な
食
材

味
も
良
く
体
に
も
優
し
い

　

そ
の
ま
ま
焼
い
て
も
お
い
し
い

シ
イ
タ
ケ
は
、
炒
め
物
、
煮
物
や

天
ぷ
ら
に
し
た
り
、
だ
し
を
と
っ

た
り
で
き
る
な
ど
、
主
役
に
も
脇

役
に
も
な
れ
る
食
材
で
す
。
し
か

も
、
私
た
ち
の
体
に
良
い
栄
養
を

た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。
お
い

し
い
だ
け
で
な
く
﹁
体
に
も
優
し

い
万
能
食
材
﹂と
い
う
わ
け
で
す
。

シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
る
と
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
低
カ
ロ
リ
ー

　

 　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
人
に
最
適
。
食

物
繊
維
を
多
く
含
み
、
整
腸
作

用
が
あ
る
の
で
、
便
秘
の
予
防

に
も
効
果
的
で
す

②
生
活
習
慣
病
予
防

　

 　

シ
イ
タ
ケ
に
含
ま
れ
る
エ
ン

タ
デ
ニ
ン
と
い
う
成
分
に
は
、

肝
臓
で
つ
く
ら
れ
る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
量
を
調
整
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血
液
中

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
濃
度
を
下

げ
る
効
果
が
あ
り
、
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
を
予
防
す
る
強
い
味

方
で
す
。
こ
の
成
分
は
、
食
用

キ
ノ
コ
で
は
シ
イ
タ
ケ
と
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
だ
け
に
含
ま
れ
て

お
り
、
シ
イ
タ
ケ
の
エ
ン
タ
デ

ニ
ン
は
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の

１
０
０
倍
で
す

③
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　

 　

エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う

成
分
は
紫
外
線
︵
太
陽
光
︶
を

受
け
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
変
化

し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
脂
溶

性
ビ
タ
ミ
ン
な
の
で
、
天
ぷ
ら

や
バ
タ
ー
焼
き
な
ど
油
脂
を

使
っ
た
料
理
で
吸
収
率
が
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
ま
た
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
助
け
る
働
き
が
あ

り
、
牛
乳
な
ど
と
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
で
骨
や
歯
を
丈
夫
に

し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す

④
抗
が
ん
作
用

　

 　

抗
腫き

ん

瘍し
ゅ

効
果
が
あ
る
レ
ン
チ

ナ
ン
は
、
が
ん
の
発
生
や
進
行

を
抑
え
る
リ
ン
パ
細
胞
を
活
性

化
し
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
な
ど

に
対
す
る
抵
抗
力
ア
ッ
プ
に
も

効
果
的
で
す
。
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
シ
イ
タ

ケ
は
お
す
す
め
の
一
品

　

こ
の
他
に
も
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、

カ
リ
ウ
ム
、
亜
鉛
や
鉄
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
含

ん
で
い
る
た
め
、
健
康
、
そ
し
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
的
な
食
材

で
す
。

れる。材料が隠れるぐらいの水、
顆粒コンソメを加えて弱火で15

分ほど煮る③牛乳を加え、粉チー
ズ（2/3）、パセリとこしょうを入れ
る④器に盛り付け、残りの粉チー
ズとパセリを入れる。こしょうを
かければ出来上がり

シイタケのいなきびリゾット

■�材料　シイタケ…３個  /  いな
きび…40g  /  ニンニク…１片  /  
牛乳…50㎖  /  オリーブ油…小
さじ１  /  顆粒コンソメ…小さ
じ 1/2  /  塩…少量  /  こしょう
…少量  /  粉チーズ…大さじ１  
/  パセリ（みじん切り）…適量

（好みに応じて）
■�作り方　①鍋にオリーブ油とニ

ンニクを入れ、熱する。香りが
出てきたら薄切りにしたシイタケ
を加えて炒める②いなきびを入

雑穀と牛乳を使って栄養満点

■�材料　シイタケ…２個  /  ニン
ジン…10g  /  おから…20g  /  牛
乳…100㎖  /  ネギ…適量（好み
に応じて）  /  しょうゆ…小さじ
１  /  砂糖…少量  /  ごま油…少
量

■�作り方　①薄切りしたシイタケ
と千切りしたニンジンをごま油
で炒める②牛乳、砂糖、しょう
ゆを入れて一煮立ちさせる③お
からを入れて全部に火が通り、
ふんわりしてきたらネギを入れ
てかき混ぜれば出来上がり

シイタケおからミルクあえ

牛乳とおからで
舌触りなめらか

余った塩辛を
酒のつまみに

シイタケの塩辛チーズ焼き
■�材料　シイタケ…２個  /  イカ

の塩辛…10g  /  チーズ…５g
■�作り方　①石突きを取ったシイ

タケを表面を上にしてオーブン
や魚焼きで３分ほど焼く②裏返
してイカの塩辛を乗せ、その上
にふたをするようにチーズを乗
せる③チーズが溶けて軽く焦げ
目がついたら出来上がり

Interview

　最近、皆さんの食物繊維の摂取
量が不足しがちです。食物繊維を
多く含むシイタケは、整腸作用や
コレステロールの低下にも効果大
です。１年を通して手頃な価格で
購入できるシイタケを、ぜひ毎日
の食卓に並べてほしいですね。細
かく刻んで肉団子やハンバーグに
入れれば、シイタケ嫌いな子ども
でも食べることができます。田野
畑のおいしい牛乳とシイタケは、
カルシウムを効率良く摂取できる
黄金の組み合わせです。

毎
日
の
食
卓
に

ぜ
ひ
シ
イ
タ
ケ
を

田野畑村健康推進課

佐々木貞
て い

子
こ

主任　
栄養士

さあ、シイタケを食べよう
健康でおいしい
田野畑レシピ

いろいろな栄養がたっぷりはいったシイタケ
そのまま焼いて食べてもおいしいシイタケ

今夜はちょっとだけ手間かけて
もっとおいしくいただきましょう

（材料は一人前です）

！ワンポイントアドバイス～いなきびの上手なゆで方～
①いなきびと水（割合は１対 1.5）を煮立て、塩を入れて木べらでかき混ぜな
がらとろ火で 15 分煮る②火から下ろして 10 分蒸す③バットに広げて冷ます
（冷ましたいなきびは、切り分けて冷凍しておくと便利）

シイタケはおいしいだけじゃない
主役にも名脇役にもなれる

体にも優しい万能食材

今や一年中店頭に並ぶシイタケ。
手頃な値段で購入できる最も身近な食用キノコです。

これからの季節、鍋料理には欠かせない存在。
シイタケの栄養、そしておいしい食べ方を紹介します。

特集
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産
地
と
し
て
育
つ
た
め
に

生
産
・
流
通
・
消
費
が
必
要

　

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
宮
古
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
が
今
年︵
１
月
～
10
月
︶取
り
扱
っ

た
村
内
産
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
お
よ
そ

76
㌧
。
中
で
も
10
月
は
、
年
間
生
産
量

の
約
３
分
の
１
に
当
た
る
25
㌧
を
出
荷

し
ま
し
た
。
田
野
畑
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ

は
、
順
調
に
生
産
量
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
に
火
が
着

い
た
こ
と
で
、
村
内
に
就
業
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
不
況
で
就
職
先
の
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
人
が
就
業
す
る
な
ど

雇
用
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
関
連
企
業
の
新
規
参
入
な
ど
、
新
た

な
雇
用
機
会
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
順
調
に
普
及
す
れ
ば
、
将

来
、
山
林
か
ら
切
り
出
し
た
木
を
チ
ッ

プ
に
加
工
し
て
菌
床
に
利
用
す
る
な

ど
、﹁
地
域
循
環
型
産
業
﹂
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
業
だ

け
で
な
く
林
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

村
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
本
当
の
勝
負
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
作
る
だ
け
で
産
地
に
は
な
れ
ま

せ
ん
。
生
産
、
流
通
、
消
費
の
全
て
が

つ
な
が
っ
て
産
地
は
実
現
す
る
の
で

す
。
ま
ず
は
、
地
元
で
暮
ら
す
私
た
ち

が
消
費
し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ラ
ン
ド
化
や

産
地
化
は
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
に

応
援
さ
れ
て
こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。

　田野畑村は、関東の市場から遠
いため、商品の流通には不利な場
所です。輸送にも、関東エリアに
比べると丸１日余計にかかりま
す。それでも当社が立地を決めた
理由は田野畑の気候です。夏が涼
しく冬もそれほど寒くならない気
候は、高品質のシイタケ栽培には
欠かせない条件だからです。
　菌床栽培は、施設内で温度を管
理しながら生産します。それでも
気候は大事です。外気温との差は、
シイタケの生育や空調にかかる費
用に大きく影響します。こうした
面からも、田野畑村を含め、岩手
の沿岸北部は菌床シイタケの生産
に適している場所といえます。環
境の価値はお金では買えません。
　サンマッシュ田野畑は、菌床製
造からシイタケ生産までの全てを
敷地内で行っています。年間、最
大 100 万菌床の製造ができる施
設です。現在は 60 万菌床を目標
にしています。60 万のうち 40
万は、主に県内や村内の事業所に
販売し、残りを自社のシイタケ生

産に使用します。将来的には、販
売先を増やして 100 万菌床を製
造する計画です。
　生産の特徴は、キャスター付き
の移動台車を使用していること。
収穫作業以外は、棚同士をくっつ
けることで収容密度を高くして、
狭い面積でも数多く生産していま
す。また、菌床の上面にだけシイ
タケを発生させる「上面栽培」に
よって、安定した収穫量の確保と
効率よい施設利用を実現していま
す。
　サンマッシュ田野畑のシイタケ
生産は「安全・安心・新鮮なもの」
を心掛けています。それは食べ物
を生産する一番の基本です。市場
までの距離が遠いため、関東エリ
アよりも新鮮で良い品を生産しな
いと、同じ土俵で勝負することは

できませんから。
　田野畑村が菌床シイタケの産地
へと成長するためには、生産技術
をさらに磨く必要があります。良
い品を安定的に生産、出荷し、知
名度を上げていくことでブランド
に進化します。そのためには１社
だけでなく、村全体で盛り上がっ
ていくことが重要です。
　私は栃木県出身です。田野畑村
は温かい人が多い村だと感じてい
ます。その一方で、マツタケや海
産物の産地だということは知りま
せんでした。ここには、まだまだ
知られていない宝がたくさんある
と思います。シイタケに限らず、
海産物などと組み合わせて販売す
るなど、新しい展開ができれば、
産業全体を盛り上げていくことも
可能だと思います。

㈱サンマッシュ田野畑

青木  貴
た か

行
ゆ き

工場長

関
東
市
場
か
ら
遠
い
立
地
は
不
利

し
か
し
、
気
候
は
そ
れ
以
上
の
魅
力

産
地
と
し
て
育
つ
た
め
に
は

村
全
体
の
盛
り
上
げ
が
不
可
欠

生産

産地化へ向け、踏み出した第一歩
ここから始まる　これから広がる

田野畑の菌床シイタケ

10広報2010・12

村の菌床シイタケ生産は始まったばかりです。
これから産地へと発展するために必要なことは何でしょうか。

生産、流通、消費の立場からその道を探ります。

移動台車方式と上面栽培が
サンマッシュ田野畑の特徴

特集
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　シイタケ生産に取り組んだのは
平成 20 年から。仲間３人で協力
し合い、原木栽培を始めました。
これまで３年間で４万５千本のほ
だ木に植菌しています。原木シイ
タケは今年から収穫が始まり、収
穫後は乾燥して干しシイタケとし
て出荷しています。
　国や村からの補助があるという
ことで、21 年４月に会社を立ち
上げ、菌床栽培を始めました。県
内の先進地を視察したり、研修会
や実技講習会を開いたりしながら
知識と技術を習得しました。
　実際に栽培を始めると、教科書
どおりにはいかないことが多く、
毎日が勉強です。特に猛暑の夏は
温度管理が難しくて苦労しまし
た。体で覚えることの大切さを実
感しました。
　５月から収穫を始めましたが、
最初は手探り状態です。思うよ
うに収穫量は伸びませんでした。
10 月ころからようやく安定した
収穫ができるようになり、以降、
毎月 12㌧を収穫しています。本
年度の目標は 100㌧。来年度か
らは年間 180㌧の生産を目指し
ます。現在、ハウス 16 棟で菌床
栽培に取り組んでいますが、さら
に９棟を建設中です。完成したら

25 棟をローテーションさせなが
ら栽培していく計画です。
　栽培で気を付けていることは、
一つの菌床から大量のシイタケを
発生させないこと。管理は難しい
ですが、高品質のシイタケを生産
するためには大事なことです。心
配なのは市場価格の変動ですね。
高値の時はいいですが、下落する

ことだってあります。
　困っていることは人手不足。私
たちの会社は、受け入れ体制がで
きていますが、なかなか働き手が
見つかりません。選別やパック詰
めなど細かい作業が多いので、女
性に向いている仕事だと思いま
す。勤務時間の相談にも応じるこ
とができますので、ぜひ声を掛け
てください。一緒においしいシイ
タケを生産しましょう。
　村内の事業所の栽培方法は、ど
の事業所もほぼ同じだと思いま
す。将来、一大産地にするために
は、繁忙期の助け合いや生産技術
の共有などが必要です。
　村の皆さんには、おいしいシイ
タケをもっと食べてほしいです。

「産直プラザ思惟大橋」に毎朝、
新鮮なシイタケを出荷していま
す。ぜひ味わってください。

ス
タ
ー
ト
間
も
な
い
菌
床
栽
培

温
度
管
理
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
夏

一
大
産
地
の
実
現
に
は

助
け
合
い
や
生
産
技
術
の
共
有
が
必
要

田野畑農産㈱

佐藤  貞
て い

一
い ち

代表取締役

広い農地を活用して菌床シイタケ栽培用のハウスが立ち並ぶ

　田野畑産菌床シイタケの出荷量
は、県内ＪＡ市場で上位です。し
かし、下位等級品が多いために単
価は伸び悩んでいます。これは、
収穫作業の見直しなどで改善でき
ることなので、未来は明るいと考
えています。
　最近は毎日約１㌧を集荷し、関
東や東北の各市場に出荷していま
す。関東市場は、菌床シイタケの
出荷先として今年新たに見つけた
市場です。
　全国各地で、菌床シイタケの生
産が行われている中で産地を確立
するためには、市場ニーズ（Ａ品
はバラ、Ｂ・Ｃ品はパック）に合

わせた安定的な供給が不可欠で
す。12 月はシイタケの最需要期。
ここでいかに良質なシイタケを数
多く出荷できるかが大事です。ま
た、週末は需要が増えるので、そ
れに合わせた生産コントロールも
必要です。始まったばかりで、ま
だまだ生産量は不安定ですが、良
質なシイタケが栽培されるように
なってきました。
　現在、バラとパックの割合は８：
２くらい。ＪＡはこの割合を５：
５にして、販売単価を上げたいと
考えています。信頼・安定・高品
質の三拍子そろうことが産地の条
件。村を挙げて頑張りましょう。

　村内の産直に並ぶようになって
から、菌床シイタケが手に入りや
すくなりました。シイタケに限ら
ず、一般商店には田野畑産の野菜
がなかなか並びませんね。せっか
く地元においしくて新鮮なものが
あっても、身近で購入できなけれ
ば、地産地消は進みません。
　私は、小さいシイタケが手に入
ると南蛮漬けにします。①シイタ
ケに小麦粉をまぶし②油で揚げて
③めんつゆ、唐辛子と一緒に煮る。
簡単で誰にでも作ることができま
す。冷蔵庫に入れておけば 10 日
くらい日持ちするので便利です

よ。その他、炊き込みご飯や鍋物
などシイタケの出番は意外に多
く、わが家の食卓には欠かせない
食材です。
　協議会は、村内産の新鮮なシイ
タケを使った新メニューを開発
し、一人暮らし老人に配布する弁
当に役立てたいと思っています。
おからなどと組み合わせたら田野
畑らしいメニューになりますね。
　栄養や成分など、シイタケを詳
しく知らない人もいると思いま
す。シイタケ料理を普及しながら、
体にも財布にもやさしい食材であ
ることを伝えていきたいです。

シイタケとおからを使ったメニューで
一人暮らし老人の弁当に活用したい

生産流通

消費

特集

村食生活改善推進員
団体連絡協議会

畠山  和
か ず

子
こ

副会長

集荷した菌床シイタケをトラックに
積み込んで関東や東北の市場へ出荷

ＪＡ新いわて
宮古営農経済センター

平坂  博
ひ ろ

喜
よ し

営農指導員

産地を確立するためには
信頼・安定・質の三拍子が必要
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取
材
を
終
え
て

　

村
が
こ
れ
か
ら
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の

産
地
と
し
て
育
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
優
れ
た
品
質
と
安
定
し
た
生
産

量
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生

産
者
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
産
地
へ
と

発
展
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
住
む
私
た
ち
が
菌
床
シ
イ
タ
ケ

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、
お
い
し
く

食
べ
て
こ
そ
、
本
当
の
産
地
と
し
て

育
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
菌
床
シ
イ
タ
ケ
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消

費
者
に
は
き
っ
と
、
生
産
者
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
も
の
を
「
お
い
し
く

食
べ
る
」、
そ
ん
な
義
務
が
あ
る
は

ず
で
す
。
田
野
畑
産
の
お
い
し
さ
を

一
番
知
っ
て
い
る
の
が
私
た
ち
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
が
産
地
確
立
へ
の
力

強
い
歩
み
を
支
え
る
の
で
す
。

　
「
田
野
畑
村
の
特
産
品
は
何
で
す

か
」。
そ
う
聞
か
れ
た
ら
皆
さ
ん
は

何
と
答
え
ま
す
か
。
き
っ
と
「
乳
製

品
」や「
海
産
物
」と
答
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
田
野
畑
産
の
乳
製
品
や

海
産
物
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
る

か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
、
産
地
化

へ
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
特
産
品
を
聞
か
れ
た
ら
、

自
信
を
持
っ
て
「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
」

と
答
え
ら
れ
る
日
、
全
国
に
誇
れ
る

「
金
賞
シ
イ
タ
ケ
」
に
な
れ
る
日
。

そ
ん
な
日
を
目
指
し
て
前
に
進
み
ま

し
ょ
う
。
結
束
力
と
発
想
力
で
。

 

特
集
終
わ
り

今
も
田
野
畑
に
息
づ
く

三
閉
伊
一
揆
の
結
束
力

　

今
か
ら
約
１
６
０
年
前
、
村
で

は
全
国
に
誇
る
べ
き
大
き
な
出
来

事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

三
閉
伊
一
揆
︱
︱
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
南
部
盛
岡
藩

は
沿
岸
部
の
三
閉
伊
地
方
︵
野
田

通
、
宮
古
通
、
大
槌
通
︶
に
重
い

臨
時
の
税
を
課
し
ま
す
。
度
重
な

る
重
税
に
耐
え
か
ね
た
百
姓
は

藩
政
改
革
を
訴
え
て
、
弘
化
４

年
︵
１
８
４
７
年
︶
と
嘉
永
６
年

︵
53
年
︶
の
２
度
に
わ
た
っ
て
一

揆
を
起
こ
し
ま
し
た
。そ
れ
が﹁
三

閉
伊
一
揆
﹂で
す
。村
出
身
の
佐
々

木
弥
五
兵
衛
、
畠
山
多
助
ら
が
指

導
し
た
こ
れ
ら
の
一
揆
は
、
指
導

性
・
組
織
性
・
理
論
性
に
優
れ
、

日
本
近
世
史
上
で
唯
一
、
勝
利
の

証
文
を
勝
ち
取
っ
た
一
揆
と
し
て

有
名
で
す
。
一
揆
参
加
者
の
処
罰

は
一
切
し
な
い
と
記
さ
れ
た
通
称

﹁
安あ

ん

堵ど

状じ
ょ
う

﹂
は
、
今
も
子
孫
に
よ

り
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
命
を
懸
け
た
行
動
の
中

に
﹁
小
○
﹂︵
＝
困
る
︶
と
い
う

の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
な
ど
、
ア
イ

デ
ア
も
光
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　

三
閉
伊
一
揆
の
指
導
者
を
輩
出

し
、
一
丸
と
な
っ
て
目
的
を
遂
げ

た
村
民
の
結
束
力
。
村
の
こ
と
を

本
気
で
考
え
、
心
を
一
つ
に
命
懸

け
で
行
動
し
た
共
助
の
精
神
は
、

今
な
お
、
こ
こ
に
息
づ
い
て
い
ま

す
。

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
て

挑
戦
し
続
け
る
発
想
力

　

夏
の
陽
光
を
ヤ
マ
セ
に
奪
わ

れ
、
何
度
も
大
凶
作
を
繰
り
返
し

て
き
た
村
は
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を

逆
手
に
と
っ
て
利
用
し
て
き
ま
し

た
。
夏
の
涼
し
い
気
候
を
利
用
し

た
酪
農
は
、
村
の
基
幹
産
業
と
し

て
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ヤ
マ
セ
を
追
い
風

に
ダ
イ
コ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
他

産
地
と
の
競
合
を
避
け
る
こ
と
で

シ
ェ
ア
率
は
拡
大
。
生
産
量
は
い

ず
れ
も
県
内
第
２
位
で
す
。
さ
ら

に
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
に
取
り

組
む
な
ど
、
現
状
に
満
足
し
な
い

向
上
心
と
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
生

田
野
畑
に
息
づ
く
精
神

生
か
し
た
い
結
束
力
・
発
想
力

本
気
で
村
を
考
え
、
命
を
懸
け
て
戦
っ
た
三
閉
伊
一
揆
。

ヤ
マ
セ
を
追
い
風
に
変
え
る
な
ど
、
風
土
に
応
じ
て
発
想
を
転
換
し
た
産
業
の
展
開
。

結
束
力
と
発
想
力
、
こ
れ
こ
そ
が
全
国
に
誇
れ
る
田
野
畑
の
村
民
力
だ
。

産
活
動
で
﹁
田
野
畑
ら
し
さ
﹂
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

田
野
畑
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
本

気
で
愛
し
、
考
え
て
、
一
つ
の
こ

と
に
向
か
っ
て
い
く
﹁
結
束
力
﹂

と
ハ
ン
デ
ィ
を
逆
手
に
と
っ
て
追

い
風
に
変
え
、挑
戦
し
て
い
く﹁
発

想
力
﹂
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
田
野
畑
人
の
気
風
こ
そ
、
村

が
全
国
に
誇
れ
る
村
民
力
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

目
標
に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
互
い

に
協
力
し
合
う
こ
と
。
こ
れ
が
産

地
化
を
目
指
す
菌
床
シ
イ
タ
ケ

と
、
こ
れ
か
ら
の
田
野
畑
村
を
支

え
て
い
く
大
き
な
力
に
な
る
は
ず

で
す
。

特集
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①�田野畑中の「田中一揆太鼓」は力強い演奏で
オープニングを飾った
②会場内を勇ましい姿で練り歩く「境田虎舞」
③若鶴会は歌謡曲に合わせてあでやかに新舞踊
④�田野畑小の羅賀地区の子どもたちは大宮神楽
「綾遊び」を軽やかに舞った
⑤�浜岩泉地区の子どもたちは創作太鼓「弥五兵
衛」を会場に響かせた
⑥会場は 1日、笛や太鼓の音色に包まれた
⑦華やかな舞で魅了した「盛岡さんさ踊り」

笛や太鼓の音響かせ
勇壮、華やかに
２年に１度、村の芸能が一堂に会する

「田野畑村芸能フェスティバル」
今年は村内外９団体が出演

熱演で観客を魅了した

①

②

③④⑤⑥

⑦

体操やゲームで交流
笑顔の花咲かす
健康な体と心ではつらつと暮らそうと
ホテル羅賀荘に集まった60人
たくさんの笑顔あふれた
「はつらつ交流会」

　

は
つ
ら
つ
交
流
会
︵
村
、
村

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
︶
は
11

月
19
日
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
開

催
さ
れ
、
60
人
が
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
体
操
、
歌
な
ど
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
こ
ろ
か
ら
会
場
に

集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
最
初
に

血
圧
を
測
り
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。

そ
の
後
は
さ
っ
そ
く
、
田
野
畑

健
康
体
操
や
口
の
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
頭
の

体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。
じ
ゃ

ん
け
ん
で
は
、
勝
っ
て
も
負
け

て
も
大
笑
い
で
、
会
場
は
笑
顔

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
泉
警
察
署
田
野
畑

駐
在
所
の
菅
原
正
幸
所
長
が
チ

ラ
シ
や
夜
光
反
射
材
を
配
布
。

参
加
者
は
交
通
安
全
や
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

入
浴
や
昼
食
を
済
ま
せ
た
後

は
、﹁
体
操
と
歌
を
楽
し
む
シ

ニ
ア
の
会
﹂
の
鈴
木
衛
さ
ん
、

美
代
子
さ
ん
夫
妻
を
講
師
に
迎

え
、
レ
ク
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
場
は
１
日
、
参
加
者
の
大

き
な
笑
い
声
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

①田野畑元気体操でウオーミングアップ
②レクを楽しむ前に、血圧を測り健康チェック
③隣の人の肩を優しくトントン
④�男女が手を取り合ってダンスも楽しんだ
⑤�頭の体操「じゃんけんゲーム」。勝っても負
けても笑顔がいっぱい

⑥�音楽に合わせ、いすに座りながら体を大きく
動かしてダンス

　参加者にインタビュー　

　皆さんとも会えてうれしいし、
いっぱい笑っていい気分転換にな
ります。こんな機会が毎月あれば
いいですね。ウキウキして、つい
踊り出してしまいました。稼ぐと
きは稼ぐ、楽しむときは思いっき
り楽しむのが元気のコツです。

菊
地  

フ
チ
さん

︵
明
戸
・
77
︶

　

村
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
村
芸
術
文
化
協
会
主
催
）
は

11
月
７
日
、
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
村
内
外
９
団

体
が
太
鼓
や
踊
り
な
ど
で
約

２
０
０
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
田
野
畑

中
の
「
田
中
一
揆
太
鼓
」
が
力

強
く
息
の
合
っ
た
ば
ち
さ
ば
き

で
華
々
し
く
飾
り
ま
し
た
。
慧め

ぐ
み

会
と
若
鶴
会
は
、
着
物
を
ま
と

い
あ
で
や
か
に
日
本
舞
踊
な
ど

を
披
露
。
田
野
畑
小
の
児
童
た

ち
は
郷
土
芸
能
の
甲
地
剣
舞
や

大
宮
神
楽
、
創
作
太
鼓
の
弥
五

兵
衛
太
鼓
で
大
人
顔
負
け
の
熱

演
。
甲
地
鹿
踊
と
菅
窪
鹿
踊
、

大
宮
神
楽
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保

存
会
が
長
い
間
受
け
継
い
で
き

た
伝
統
の
舞
を
勇
壮
に
披
露
し

ま
し
た
。

　

村
外
か
ら
は
盛
岡
さ
ん
さ
踊

り（
盛
岡
市
）と
境
田
虎
舞（
山

田
町
）
が
ゲ
ス
ト
出
演
。
笛
や

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
、
さ
ん

さ
踊
り
は
華
や
か
に
、
虎
舞
は

勇
ま
し
い
舞
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

出
演
者
た
ち
の
熱
演
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

①②

③④

⑤

⑥
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良
好

平
成
22
年
度
河
川
水
質
調
査

　
河
川
環
境
お
お
む
ね

　

村
は
毎
年
、
村
内
河
川
の
水

質
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
６
河
川
12
カ
所
か
ら
河

川
の
水
を
採
水
し
て
調
査
し
ま

し
た︵
下
表
︶。

　

調
査
の
結
果
、
一
部
の
項
目

を
除
い
て
、
環
境
基
準
の
最
高

ラ
ン
ク
︵
Ａ
Ａ
類
型
︶
の
基
準

を
満
た
し
て
お
り
、
お
お
む
ね

良
好
な
水
質
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

河
川
の
水
質
は
、
周
辺
の
環

境
や
季
節
に
よ
っ
て
も
大
き
く

変
動
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん

が
日
ご
ろ
何
気
な
く
流
し
て
い

る
生
活
雑
排
水
の
影
響
も
受
け

ま
す
。
野
菜
く
ず
を
流
し
に
流

さ
な
い
こ
と
や
お
風
呂
の
残
り

湯
で
洗
濯
を
し
て
排
水
量
を
減

ら
す
な
ど
、
毎
日
の
生
活
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
が
河
川

の
水
質
を
良
好
に
保
つ
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
き

れ
い
な
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■平成 22 年度　河川水質調査の結果

河川名 採水地点 pH Do
㎎/ℓ

BOD
㎎/ℓ

SS
㎎/ℓ

大腸菌群数
MPN/100㎖

普 代 川 巣合中の橋付近 7.5 9.6 0.8 4 9,200

平井賀川
砂防ダム付近 7.4 9.6 0.5未満 1未満 170
平井賀水門付近 7.4 9.8 0.5未満 1未満 350

松 前 川

松前沢橋付近 7.3 9.5 1.7 4 46
島越水門付近 7.2 9.3 0.7 3 70
鉄山口バス停付近 7.4 9.4 0.5未満 2 350
タダラ橋付近 7.4 9.5 0.5未満 2 1,300
清流橋付近 7.4 9.5 0.5未満 2 170

島の沢川 北沢と南沢の合流点 7.1 9.4 0.5未満 1未満 79
白 池 川 河口から約１㎞上流 7.3 9.3 0.5未満 1未満 26

田 代 川
普代川との合流点 7.4 9.4 1.5 5 1,400
青雲橋付近 7.4 9.4 0.5未満 5 350

県環境基準（ＡＡ類型） 6.5～8.5 7.5以上 １以下 25以下 50以下
◆�水素イオン濃度（pH）…水質の酸性・アルカリ性の状態を示す指標。pH7.0 が中性で、これより低いと酸性、
高いとアルカリ性を示す

◆�溶存酸素量（DO）…水中に溶解している酸素の量を示す。魚介類が生息するためには、一定以上の溶存
酸素量が必要

◆�生物化学的酸素要求量（BOD）…微生物が有機物を分解した際に消費される酸素量で、河川の有機汚濁
を測る指標。有機汚濁物質が多いほど数値が高い

◆浮遊物質量（SS）…濁りの原因となる有機物やプランクトン、生活排水中の微細な物質の濃度を示す指標
◆大腸菌群数…し尿による汚染の程度などを示す指標

　

２
０
１
０
年
秋
の
叙
勲
が
11

月
３
日
に
発
表
さ
れ
、
小
野
茂し

げ

實み

さ
ん︵
74
︶＝
菅
窪
＝
が
旭
日

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か

ら
平
成
19
年
ま
で
７
期
28
年
に

わ
た
り
村
議
会
議
員
と
し
て
在

職
。
特
に
も
、
平
成
７
年
か
ら

15
年
ま
で
の
８
年
間
は
村
議
会

議
長
を
務
め
、
13
年
か
ら
は
県

町
村
議
長
会
会
長
も
歴
任
。
ま

た
、
村
農
業
委
員
会
委
員
を
15

年
務
め
た
ほ
か
、
38
年
間
に
わ

た
り
村
消
防
団
に
所
属
す
る
な

ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
村
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
﹁
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
受
章
で
す
が
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
す
べ
て
の

活
動
で
村
の
皆
さ
ん
か
ら
支
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
信
じ
合
っ

て
団
結
す
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
活
動
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
﹂
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

旭
日
双
光
章
は
、
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
章

で
、
県
内
で
は
16
人
が
受
章
し

て
い
ま
す
。

小野茂實さんに旭日双光章

2010年 秋の叙勲

　

菅
窪
鹿
踊
保
存
会
︵
畠
山
務

会
長
︶
は
文
化
庁
の
地
域
文
化

功
労
者
に
選
ば
れ
、
11
月
９
日

に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
は
昭
和
42
年
に
設

立
。
そ
れ
ま
で
踊
り
手
だ
け
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
鹿
踊
・
剣
舞

を
菅
窪
地
区
の
全
世
帯
が
加
入

し
、
地
区
全
体
で
伝
承
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
舞
を
披
露

す
る
ほ
か
、
田
野
畑
小
で
小
学

生
に
指
導
す
る
な
ど
、
後
継
者

育
成
も
積
極
的
。
現
在
は
10
代

か
ら
70
代
ま
で
の
踊
組
19
人

が
、
太
鼓
や
笛
、
踊
り
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
畠
山
さ
ん
は
﹁
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
え
で
、
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
踊
り
を
披

露
す
る
大
舞
台
に
恵
ま
れ
て
き

た
こ
と
も
後
継
者
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
踊
り

を
大
切
に
し
、
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
﹂
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
芸
術
文
化
の
振

興
や
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
尽

力
し
た
個
人
や
団
体
が
対
象

で
、
本
年
度
は
全
国
12
団
体
75

人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

菅窪鹿踊
保存会が   地域文化功労者表彰

村芸能フェスティバルで勇壮な舞を披露する菅窪鹿踊保存会

■民生委員・児童委員一覧　　　　　　　　　　　　 敬称略
地区 氏　　名 地区 氏　　名
北　山 平坂　百子 再 大　芦 牧原喜江子 再
机

久保　トミ 再
真木沢 八重樫由美子 新

池　名 切　牛 佐々木武義 再
明　戸 道合　勇一 再 島　越 下村　博光 新
羅　賀 田野畑嘉隆 再 浜岩泉 熊谷喜枝子 再
田野畑

畠山　和子 新
千　丈 沼平　正治 再

板　橋 尾肝要 向川原　嚴 再
西和野 泉山　君子 再 沼　袋 金子　すみ 再
和　野 三上　修一 再 甲　地 藤島　貞人 再
菅　窪 畠山サエ子 再 田　代

熊谷　勤巳 新
七　滝 熊谷　キミ 再 萩　牛
猿　山 佐藤　徳雄 再 巣　合 嘉藤　正義 再

■主任児童委員（民生委員・児童委員を兼ねています）　   敬称略

氏　　名 氏　　名
奥地キミ子（田野畑） 再 前原　静美（羅賀） 新

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選

さ
れ
、
12
月
１
日
か
ら
新
し
い
体

制
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

25
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。
こ
の
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の

自
立
し
た
日
常
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要

な
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

児
童
や
妊
産
婦
、
一
人
親
家
庭
な

ど
の
福
祉
増
進
に
も
携
わ
り
、
行

政
機
関
や
福
祉
事
業
者
と
の
連
絡

調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
き

は
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

児童・福祉などの
困りごと相談は近くの

民生委員・児童委員へ
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■除雪しない（通行止め）路線と区間
路線名 区間など

村道和野平井賀線 大澤宏さん宅付近～釜谷ノ沢

　　明戸北山線
明戸～村道机西線の入口付近
林道七ツ森線入口～普代境

　　久春内線 村道明戸北山線接続～県道
　　白坂線 旧県道
　　切牛線 漁協倉庫～菅原神社
　　田代線 砂防ダム～岩泉町境
　　萩牛線 砂利道
　　長内沢線 下閉伊生コンより上流
　　高森線 テレビ中継所
　　北山港線 県道～北山漁港
　　大平線 佐々木ミワさん宅～佐々木留助さん宅
　　松前沢線 松前橋～浜岩泉専用水道配水池
　　釜谷ノ沢線 旧県道
　　和野線 三上哲雄さん宅～三上昭雄さん宅
　　田野畑明戸線 三田地錦光さん宅～坂下達男さん宅
　　島越浜岩泉線 村道鉄山線分岐点～浜岩泉
　　舘石線 金子好一さん宅～県道
　　沼袋三沢線 佐々木安吉さん宅～岩泉町夏節地区
農免農道浜岩泉線 浜岩泉専用水道配水池～和山吉治さん宅
農道大芦線 国道45号～農免農道浜岩泉線

　

冬
を
迎
え
、
降
雪
に
よ
る
道
路

の
除
雪
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
利
用
の
少
な
い
路

線
な
ど
の
除
雪
を
見
送
り
、
積
雪

時
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
通
行
止
め

と
し
ま
す︵
左
表
︶。

　

次
の
こ
と
に
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①�

深
夜
や
早
朝
の
作
業
に
理
解
を

お
願
い
し
ま
す

②�

各
家
庭
の
玄
関
前
の
除
雪
に
協

力
く
だ
さ
い

③�

道
路
へ
の
雪
出
し
は
危
険
な
の

で
や
め
て
く
だ
さ
い

④�

路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な

る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い

⑤�

路
面
状
況
に
十
分
注
意
し
て
走

行
し
て
く
だ
さ
い

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
地
域
整
備

課
︵
☎
34
︱
２
１
１
３　

内
線

53
︶、
岩
泉
土
木
事
務
所
︵
☎

22
︱
３
１
１
６
︶、
三
陸
国
道

事
務
所
久
慈
維
持
出
張
所
︵
☎

０
１
９
４
︱
53
︱
２
７
９
０
︶

　 

　
理
解
と
　

　
　 

協
力
を  

　

冬
期
間
の
通
行
止
め

皆
さ
ん

参
加
を   

村
民
懇
談
会
を
開
催

　

村
は
11
月
29
日
か
ら
、
皆
さ
ん

の
地
区
を
巡
回
し
、
ひ
ざ
を
交
え

て
意
見
交
換
を
す
る
﹁
村
民
懇
談

会
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
12
月
か
ら
１
月
上
旬
に

か
け
て
全
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

村
へ
の
要
望
や
普
段
の
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

村
か
ら
は
、
地
デ
ジ
難
視
聴
対

■村民懇談会巡回日程
日　　　時 地　区 場　所

12月６日㈪
13：30～15：00 切　牛 望洋館
15：30～17：00 島　越 黎明館

７日㈫
10：00～11：30 田代・萩牛 田代公民館
13：30～15：00 尾肝要 地区公民館
15：15～16：45 甲　地 地区公民館

８日㈬
10：00～11：30 千　丈 地区公民館
13：30～15：00 巣　合 地区公民館
15：30～17：00 西和野 自治会館

昨年度の村民懇談会の様子（尾肝要）

策
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
な

ど
、
生
活
に
密
着
し
た
最
近
の
情

報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
誘
い
合
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
地
区
の
日
程
は
、
決
ま

り
し
だ
い
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
政
策
推
進
課

︵
☎
34
︱
２
１
１
１　

内
線
62
︶

　

空
か
ら
雪
が
舞
い
落
ち
る
と
、
も
う

す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
今
度
の
﹁
た
の
は

た
っ
子
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
﹂
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ツ

リ
ー
を
手
作
り
し
ま
す
。
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
大
人
の
参
加
も
大
歓
迎
。
一

緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
手
作
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
各
地
区
の
子
ど
も
会
活
動
と

し
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日
時
…
12
月
23
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所
…
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー

◆�

参
加
費
…
リ
ー
ス
３
０
０
円
、
キ
ャ

ン
ド
ル
５
０
０
円
、
ミ
ニ
ツ
リ
ー

　

晴
れ
晴
れ
ク
ラ
ブ
︵
熊
谷
ヤ
エ

子
代
表
、
会
員
10
人
︶
は
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
サ
ー

ク
ル
。
毎
週
月
・
水
曜
日
の
午
前

中
に
２
時
間
、
ア
ズ
ビ
ィ
体
育
館

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
、
村
の
健
康
づ

く
り
講
座
﹁
晴
れ
晴
れ
教
室
﹂
で

競
技
の
面
白
さ
を
知
っ
た
受
講
生

た
ち
が
﹁
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る

の
は
惜
し
い
﹂
と
昭
和
62
年
に
結

成
。以
来
23
年
間
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
合
言
葉
は
﹁
楽
し

く
交
流
し
て
ぼ
け
防
止
﹂。﹁
ハ

　出会いや子育て、趣味など、
これまでの人生を振り返り、忘
れられない思い出や出来事をつ
づってみませんか。
◆�内容など…思い出や出来事な

ど、原稿用紙で 10 枚程度に
まとめてください。また、写
真などの資料も添付してくだ
さい

◆�応募資格…村民や村出身者な
ど。年齢不問

◆�応募期限…平成23年２月28日㈪

　ウオーキングは、ジョギング
に比べて体への負担も少なく、
誰でも手軽に健康増進に取り組
むことができる運動です。自分
のペースの把握や効率の良い歩
き方を知りたい人、これからウ
オーキングを始めて見たい人な
ど興味のある人ならどなたでも
参加できます。この機会に、自
分に合ったウオーキングを学ん
でみませんか。
◆日時…12月18日㈯
　　　　午前10時～正午
◆�場所…アズビィ楽習センター

および周辺コース
◆講師…宮古市体育協会指導員
◆参加料…無料
◆�服装など…歩きやすい服装と

靴（上履きも持参）、水分補
給用の水など

◆申込期限…12月16日㈭

手
作
り
リ
ー
ス
で

聖
夜
を
飾
ろ
う

１
２
０
円

◆�
申
し
込
み
方
法
…
小
学
生
は
配
布
さ

れ
る
申
込
書
を
学
校
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
中
学
生
以
上
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限
…
12
月
15
日
㈬

自分史を募集します

ウオーキング教室の
受講生を募集します

このページの申し込みや問い合わせは、
教育委員会社会教育課（☎34-2226）まで

すてきなリースを作ろう（昨年度の様子）

イ
ッ
﹂﹁
ソ
レ
ッ
﹂
と
声
を
掛
け

合
っ
て
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
珍
プ

レ
ー
が
飛
び
出
す
と
大
き
な
声
で

笑
い
合
い
ま
す
。熊
谷
代
表
は﹁
し

わ
が
増
え
る
ほ
ど
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
。
笑
い
が
健
康
の
秘
け
つ
で

す
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
楽
し
い
で

す
よ
﹂
と
話
し
ま
す
。

サークル紹介①

晴
れ
晴
れ
ク
ラ
ブ
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色づく木々や渓流の流れを楽しみながら歩く参加者

児童たち税金の大切さを学ぶ
　田野畑小（早川幸男校長、児童189人）の
６年生41人は11月10日、租税教室で税金の
必要性について学びました。講師を務めた
のは役場税務課の職員。児童たちは、講師
の説明やビデオで消防や道路、ごみ処理、
学校にも税金が使われていることを学習。
最後は一人一人が１億円の疑似紙幣を持ち
上げ、その重さに驚いていました。佐藤欣

こ う

紀
き

君は「税金は学校を造ったり机やいすに
も使われていて、とても大切なものだと分
かりました」と話していました。 「結構、おもーい」と１億円の重みを一人一人が体感した

家族４人で参加し、ワカメ種巻きに挑戦する佐藤さん一家若桐保育園では園児とさんてつくんが「ダルマさんが転んだ」で遊んだ

　渓流紅葉ハイキング（体験村・たのはた
主催）は11月３日に開催されました。、盛
岡市や村内などから参加した43人は、三沢
地区から甲地公民館まで約4.5㌔を２時か
けてハイキング。小雪舞う肌寒い天候でし
たが、紅葉や渓流を見ながら歩き、クリや
ギンナンを拾うなど田野畑の秋を感じてい
ました。甲地公民館では、地区の女性たち
が手作り豆腐で「八

は ち

杯
は い

汁
じ る

」を作りおもてな
し。参加者は心も体も温まるもてなしに笑
顔を見せ、何杯もお代わりをしていました。

深まる秋をハイキングで体感 感動呼んだ一揆題材の創作劇
　田野畑中（佐々木幸彦校長、生徒121人）
の文化祭は10月31日、「協創～121人の心の
響鳴～」をテーマに同校で開催されました。
午前中に行われた合唱コンクールでは課題
曲と自由曲をクラスごとに合唱。体育館に
きれいなハーモニーを響かせました。午後
は全校創作劇「みちのくの鼓動」を上演。生
徒全員が役者やスタッフを担当して「弘化
の一揆」から「嘉永の一揆」の間に繰り広げ
られる人間模様を熱演し、会場を大きな感
動の渦に包み込みました。 生徒たちの熱演に、会場では目頭を押さえる姿も見られました

　ワカメオーナー制度の種巻き体験は11月
14日、机漁港で行われました。天候に恵ま
れた同日は７人が参加し、地元漁家の指導
を受けながら約120メートルのロープにワ
カメの種糸を巻き付ける作業を体験しまし
た。宮古市から参加した佐藤功

か つ

延
の ぶ

さん（35）
は「子どもにいろいろな経験をさせたくて
オーナーになりました。今日は子どもと一
緒に楽しめました」と笑顔で話していまし
た。オーナーは今後、来年２月に間引き、
３月には収穫作業を体験する予定です。

ワカメオーナーが種巻き体験
　村とカンパネルラ友の会（宮森秀幸会長、
会員43人）は11月17日、村内の小学校や児
童館などを回り、三陸鉄道の利用促進キャ
ンペーンを行いました。この内、田野畑児
童館では「さんてつくん」の突然の訪問に
園児たちが大喜び。笑顔で駆け寄り、我先
にと握手をしていました。宮森会長は「た
くさんの人に三鉄を利用してもらうため、
これからもいろいろな取り組みをしていき
たいです。友の会の会員も募集中。どなた
でも入会できます」と話していました。

三鉄ＰＲにさんてつくん来村

女性議員の体験談を聞き、女性の社会参画について理解を深めた

　沿岸de男女共同参画シンポジウム「女性
議員と語ろう！未来」（村女性団体協議会、
スマイルはぁとの会、県男女共同参画セン
ター主催）は11月９日、アズビィホールで
開催され、70人が女性の社会参画などにつ
いて理解を深めました。パネリストは宮古
市議の工藤小百合さんと野田村議の山田陽
子さん。議員をめざしたきっかけなどの体
験談を話し、女性の社会参画の重要性を訴
えました。会場では、村内の女性団体が手
作り菓子などを販売してにぎわいました。

女性の社会参画へ理解深める
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お知らせ
火　災

（10月21日～11月22日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　３件
無火災の連続記録
（11月22日現在）169 日

人口と世帯
11 月１日現在 (　) は前月比

人口　3,971 人（+ 2）
　男　1,945 人（+ 1）
　女　2,026 人（+ 1）
世帯 1,451 世帯（+ 3）

その他のお知らせ村からのお知らせ

12月の無料法律相談
◆期日…12月２日㈭、９日㈭、
　　　　16日㈭、24日㈮
◆時間…午前10時～午後３時
◆場所…宮古市役所
◆申し込み…宮古市市民相談室
　（☎0193-62-2111）

　住居として使用していない家
屋などのうち、賃貸借や売買が
可能な物件の情報をお寄せくだ
さい。寄せられた情報は「空き
屋バンク」に登録し、移住・定
住希望者などへ紹介するために
利用させていただきます。
◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線62）

   「空き屋バンク」に登録を

　地理的な条件などにより個別
受信アンテナで地上デジタル放
送を受信できない地域に住んで
いる人には、次のような国の支
援があります。平成23年７月24

日の地デジへの完全移行日が迫
っています。手続きが遅れると
工事が間に合わない場合があり
ますので、希望する人は早めに
相談してください。
◆暫定的な衛星放送利用…
　 　暫定的に衛星放送を利用し

て地デジ放送の番組を視聴す
るものです。ＢＳチューナー
の貸し出しやＢＳアンテナの
設置工事を無償で行います

◆申請期限…平成23年３月31日
◆��問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

   地デジ難視聴対策は早めに

お知らせ

　 宮古保健所では毎月１回、
HIV抗体検査と肝炎検査、性器
クラミジア抗体検査を行ってい
ます。検査日に合わせて骨髄バ
ンクの登録も行っています。
◆�実施日…12月21日㈫
◆受付時間…
　各種検査　  午前９時～10時
　骨髄バンク  午前10時～11時
◆�場所…宮古地区合同庁舎（宮

古市五月町1-20）
◆料金…無料
◆�予約方法…前日までに電話で

予約してください。検査や相
談は匿名で受診できます

◆�結果…検査を受けてから10日
前後でお知らせします

◆�申し込み・問い合わせ先…宮
古保健所（☎0193-64-2218）

   肝炎検査など無料で実施

　村は、出稼ぎ者を対象とした
健康診断を実施します。正月で
帰省する人は、ぜひ受診してく
ださい。
◆�期日…平成23年１月５日㈬　
◆�受付時間…午前11時～11時30

分（厳守してください）
◆�場所…村診療所
◆対象…出稼ぎ手帳の所持者
◆持ち物…健康保険証
◆受診料…自己負担となります
　※8,920円までは助成します

◆�申込期限…１月４日㈫
　※当日の申し込みは受け付けません

◆�申し込み・問い合わせ先…生
活福祉課（☎34-2114 内線25）

   出稼ぎ者健康診断を実施

平成23年７月24日
地上アナログ放送終了

地上デジタル放送移行まで約８カ月。不明
な点や困っていることなどは問い合わせて
ください。早めの準備をしましょう。
◆�問い合わせ先…政策推進課（☎34-2111内線
63）、またはデジサポ岩手（☎0570-07-0101）

　総務省では、経済的な理由な
どで地上デジタル放送を見るこ
とができない世帯に対して、簡
易なチューナーの無償給付など
の支援を行います。
◆�対象…ＮＨＫ受信料全額免除

世帯で、生活保護世帯や障が
い者のいる世帯全員が村民税
非課税の世帯など

◆�申込期限…12月28日㈫
　※来年の受付期間は未定です

◆�その他…申し込みにはＮＨＫ
と受信契約を結び、全額免除
が適用されることが必要で
す。支援は現物給付です。購
入したチューナーやアンテナ
改修などの費用は対象になり
ません

◆�問い合わせ先…健康推進課
（☎33-3102）

   地デジチューナーを無償給付

　パソコンやインターネットの
「知って得する」をテーマに、初
心者向けの講演会と講習会を開
催します。
◆講演会…12月20日㈪
　　午後１時30分～３時30分
◆講習会①…12月21日㈫
　　午後１時30分～３時30分
　講習会②…12月22日㈬
　　午前10時～正午
　　午後１時30分～３時30分
◆場所…役場第１会議室
◆対象…50歳以上の村民
◆定員…講演20人、講習10人
◆受講料…無料
◆申込期限…12月17日㈮
◆�申し込み・問い合わせ先…政

策推進課（☎34-2111  内線63）

   インターネット講座を開催

　ＮＴＴ東日本岩手支店では、
12月中に新しい電話帳を各家庭
や事業所にお届けします。その
際、現在使用している電話帳は
回収しますので、配達員に渡し
てください。不在などで渡せな
かった場合、後日あらためて回
収に伺いますので、タウンペー
ジセンタに連絡してください。
地球環境保護のため、リサイク
ルに協力をお願いします。
◆�問い合わせ先…タウンページ

センタ（☎0120-506-309）

   電話帳を配達・回収します

　12月１日から10日まで、冬の
交通事故防止県民運動を展開し
ます。道路の積雪や凍結が心配
される季節になりました。また、
忘年会や新年会の時季です。飲
酒運転は絶対にやめましょう。
　冬の安全運転（いち、にっ、さん）運動
　①一割スピードダウンしよう
　②二倍の車間距離をとろう
　③三分早めに出発しよう
　飲酒運転４（し）ない運動
　①運転するなら酒を飲まない
　② 運転する人に酒を提供しない
　③ 酒を飲んだ人に車を提供し

ない
　④ 酒を飲んだ人の車に同乗し

ない
◆�問い合わせ先…総務課（☎34-

2111　内線12）

   交通事故に気を付けましょう

　岩手県「道の駅」連絡会では、
『第７回岩手「道の駅」い～はと
～ぶスタンプラリー』を開催し
ます。すてきな商品が抽選で当
たりますので、ぜひ参加してく
ださい。
◆�実施期間…12月１日㈬～平成
23年４月10日㈰

◆�内容…県内30カ所の道の駅が
対象。道の駅でスタンプを押
印して応募してください

◆賞品…
　① いわって大賞…20駅以上制

覇。抽選で10人に８千円相
当の県内特産品

　② つめちゃったで賞…10～19

駅制覇。抽選で15人に５千
円相当の県内特産品

　③ 馬かったで賞…５～９駅制
覇。抽選で90人に県内道の
駅の特産品

　④完走証明書…30駅制覇
◆商品発送…平成23年５月下旬
◆�問い合わせ先…国土交通省岩

手河川国道事務所調査第二課
（☎019-624-3196）

   道の駅スタンプラリーを開催

　広報たのはた203号（昭和59年
11月号）から300号（平成５年５
月号）までの広報を１冊にまと
めた縮刷版を販売しています。
◆金額…5,000円
◆�販売方法…役場窓口で現金と

引き換えになります
◆�その他…第１巻（１～202号）

も販売しています（3,000円）
◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線64）

   広報たのはた縮刷版を販売中

　岩泉町・田野畑村・普代村
は、岩泉町小屋敷から田野畑村
甲地・田代を経由して普代村鳥
居まで、約16キロの農業用道路
を整備しています。この農道は
来年３月に完成します。皆さん
から親しまれる道路になるよう
に愛称を募集しますので、奮っ
て応募してください。
◆�応募方法…農道の愛称、住所、

氏名、電話番号を明記し、は
がきかＦＡＸで応募

◆�応募期限…12月28日㈫
◆�その他…採用された人には、

図書券５千円分を謹呈します
◆�応募・問い合わせ先…地域整

備課（〒028-8407   田野畑村田
野畑143-1 ☎34-2113 内線52 
FAX34-2632）

   農道の愛称を募集します

◆募集住宅…田野畑団地1-2号
　１戸（木造平屋建）
◆住所…和野532-8

◆�規模…82.3㎡（和室３室、台所、
ユニットバス）

◆�使用料…月額２万8,000円～
　※入居者の所得によって異なります

◆敷金…月額使用料の３カ月分
　※入居許可日から10日以内に納付

◆入居可能日…12月中旬以降
◆�申込期限…12月10日㈮
◆�入居資格…現在住宅に困って

いて、村内に住所または勤務
先を有する人。毎月の所得合
計額から、配偶者などの控除
分を除いた額が基準以下の人

◆�その他…申し込み多数の場合
は、住宅困窮度によって選考

◆�申し込み・問い合わせ先…地
域整備課（☎34-2113 内線51）

   村営住宅の入居者を募集

　障がい者や高齢者の権利を弁
護士から学ぶセミナーを開催。
どなたでも参加できますので、
誘い合わせてご来場ください。
◆�日時…12月18日㈯
　　　　午前10時～11時30分
◆�場所…アズビィ楽習センター
◆�講師…宮古ひまわり基金法律

事務所　小口幸人弁護士
◆�問い合わせ先…村雇用創造推

進協議会（☎34-2116）

   福祉の人材育成セミナー開催
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（一部敬称略）

□生まれた赤ちゃん
　早野　天真（てんま）くん

＝敬二・芽衣＝島越

　大泉　希実（のぞみ）ちゃん
＝清明・里奈＝島越

　宮澤　希佳（ののか）ちゃん
＝学・秀美＝島越

　
♡ご結婚おめでとう
　工藤　大輝　　大芦　　 

大　芦
　昆野　幸枝　　大芦
　
■ご冥

め い

福
ふ く

をお祈りいたします
　畠　山　ツ　タ（85）　西和野
　小　野　ツ　ヤ（90）　明　戸
　佐々木　トモエ（92）　沼　袋
　菊地　喜右衛門（85）　沼　袋

おめでた　　 おくやみ

広報 広報
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　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (12月17日まで)

にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　㈱サンマッシュ田野畑で
生産しているのは？
　　Ａ）菌床シイタケ
　　Ｂ）原木シイタケ

Ｑ�２　11月28日に開通した三陸
北縦貫道路「中野バイパス」。
本村大芦から岩泉町小本まで、
どの位の短縮になった？
　　Ａ）約400m、５分
　　Ｂ）約500m、４分

Ｑ�３ 11月14日にワカメオーナー
が体験したのは？
　　Ａ）ワカメの間引き体験
　　Ｂ）ワカメの種巻き体験

■前号の正解■
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ａ、Ｑ３→Ａ
■当選者（敬称略）■
　�山崎タイ（北山）、牧原喜孝（大
芦）、熊谷タマ（花巻市）、佐
津間緯面子（ペンネーム）、旅
人（ペンネーム）

役立ちカレンダー　　　　　　期間：12月２日㈭～１月９日㈰

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

12月
２日 ㈭

人権擁護委員による特設相談 役場第１会議室 10:00 ～
　15:00 生活福祉課（内線21）

行政相談 役場談話室 10:00 ～
15:00 総務課（内線12）

４日 ㈯ 中学校落成記念講演会 田野畑中学校 10:00 ～
12:00 総務・学校教育課

５日 ㈰ 第41回歳末たすけあい演芸会 アズビィホール 10:00 ～
15:00

村社会福祉協議会
（☎33-3025）

13日 ㈪ 定期健康相談 保健センター 10:00 ～
11:30 健康推進課

15日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 健康推進課

17日 ㈮ 乳がん、子宮がん検診 健診センター 9:30～10:30
12:30～13:30 健康推進課

23日 ㈭ たのはたっ子わんぱくランド アズビィ楽習センター 10:00 ～
12:00 社会教育課

27日 ㈪

定期健康相談 保健センター 10:00 ～
11:30 健康推進課

固定資産税３期・国保税７期
納期限

税務課
（内線31・33）

介護保険料７期・後期高齢者
医療保険料６期納期限

生活福祉課
（内線22・24）

28日 ㈫ 仕事納め
役場は１２月２９日から１月３日まで閉庁になります
各種手続きなどは早めに済ませてください１月

４日 ㈫ 仕事始め

９日 ㈰ 新年交賀会
村勢功労者表彰式 ホテル羅賀荘 14:00 ～

　16:00 総務課（内線11・12）

役場☎ 34-2111 ／総務・学校教育課、社会教育課☎ 34-2226 ／診療所☎ 33-3101 ／健康推進課☎ 33-3102

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（11 月 22 日現在）1162万7,449円

273 件（村内 75 件、県内 97 件、県外 101 件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。
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はまなす号巡回カレンダー
期間：12月８日㈬～16日㈭

◆はまぎくコース（机・北山・羅賀方面）
月　日 場　　所 時　間

12月８日  ㈬

机保育所 11:00 ～ 11:20
北山地区総合センター 11:30 ～ 11:50
生活体験館 12:20 ～ 12:50
平井賀郵便局付近 13:00 ～ 13:20

◆たんぽぽコース（島越・浜岩泉方面）
月　日 場　　所 時　間

12月８日  ㈬
島越駅 9:20 ～    9:40
島越児童館 10:00 ～ 10:20

16日  ㈭
望洋館付近 10:20 ～ 10:40
佐藤進氏宅付近 10:50 ～ 11:10

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

12月10日  ㈮
沼袋保育所 10:50 ～ 11:10
尾肝要公民館 11:20 ～ 11:40
甲地公民館 12:00 ～ 12:30

味を訪ねて
吉村  昭　著

押し付けがましい
料理人は困る。高
価な珍味も同じ。
下町の懐かしい味
を求めて…。取材
先で出合った、地
元の人しか知らな
い路地裏の味など
酒と食をつづる。

トロイメライ
池上  永一　著

19世紀の琉球王
朝。正義に燃える
新米おかっぴきの
武太だが、世の中
うまくいかないこ
とばかり。事件と
庶民の人情に触れ
ながら、大人の階
段を上っていく。

農家の嫁の事件簿　あれから４年の
「北国、山の中」　   三上  亜希子　著
都会育ちの大学院
生が岩泉町釜津田
に嫁いで10年目。
立派な農家の嫁に
なったかと思いき
や、まだまだドタ
バタ…。ほのぼの
農家ライフをイラ
ストを交え紹介。

新着図書
ご案内

◆問い合わせ先…社会教育課（☎ 34-2226）

「ぐるんぱ」で会員を募集中

　読書ボランティアグループ「ぐるんぱ」
では、一緒に読み聞かせ活動をできる仲
間を募集しています。読み聞かせは、本
の開き方などの基本を覚えれば誰にでも
できます。難しく考えず、まずは活動の
様子を一度見に来てみませんか。
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　あっという間に紅葉も終わ
り、寒い冬が来るのでしょうか。
お隣の秋田県ではインフルエン
ザの集団感染とか…。気を付け
なければと思います。田野畑に
来て初めて迎える冬ですが、そ
れなりに楽しみたいと思ってい
ます。何か冬の楽しみのお薦め
はありますか？

ペンネーム「旅人」さん

　旅人さん、いつもお便りあり
がとうございます。冬の夜、村
内ではきれいなイルミネーショ
ンが見られますね。わたしは昨
年、カメラを持って撮影にも出
掛けました。キーンと澄んだ空
気に輝く星座とイルミネーショ
ン。そんな夜の散歩もいいかも
しれません。でも寒い！（広報）

　埼玉に住んでいるわたし。広
報たのはたが送られてまいりま
す。自分の住んでいる所の広報
はナナメ読み。広報たのはたは
村民の方々の写真も多く、広報
クイズもあり、良いアイデアだ
と思います。多くの村民の方々
に読まれていると思います。わ
たしも読んでおります。
ペンネーム「佐津間緯面子」さん

　いつも広報たのはたを読んで
いただき、ありがとうございま
す。皆さんに読んでいただくこ
とで始めて広報と言えるのだと
と思っています。読まれなけれ
ばただの紙ですから…。佐津間
さんが住んでいる所の広報もナ
ナメではなく、隅から隅まで読
んでみてくださいね。（広報）



「広報たのはた」は再生紙を使用しています。
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わが家の
アイドル 130

奥地  香
かおり

さん（24）＝西和野＝

★仕事は？
　日進堂岩泉工場でお菓子を作っています。
★休日は何をしていますか？
　自宅でケーキ作りをしているかドライブに出
掛けます。ケーキは皆さんから注文があればい
つでも作りますよ。甘さを控えて、飽きのこな
い味を心掛けています。
★理想の男性のタイプは？
　ボディーガードみたいに守ってくれるゴッツ
イ人かな。
★今後、挑戦したいことは？
　田野畑にはケーキ屋がないので、いつかは小
さなカフェを出して、自分の作ったケーキを食
べてもらいたいなぁ…。
★最後に一言お願いします！
　東京のケーキ屋で５年働き、村に戻ってきて
もうすぐ１年。誕生日や記念日、クリスマスな
ど、ケーキと一緒にすしも注文してくださいね。
予算や要望に合わせて何でも作りますよ。注文
は「鯛寿司（☎34-2702）」までお願いします！

工藤   あんびちゃん（１歳４カ月）
父・士文さん、母・昌子さん＝島越＝

お母さんからのひとこと

　いつもお兄ちゃんたちと遊ぶ活発な
子。音が出るおもちゃが好きで、最近
は音楽に合わせて踊っています。健康
で明るく、優しい女の子になってね。
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月
の
広
報
18
㌻
に
掲
載
し
た
小

学
校
の
学
習
発
表
会
。
４
年
生
の

劇「
な
ま
け
村
物
語
」は
、
正
し
く

は「
ま
ぬ
け
村
物
語
」で
し
た
。
自

分
の
娘
も
出
演
し
て
い
た
劇
の
タ

イ
ト
ル
を
間
違
う
と
は
…
。
広
報

マ
ン
と
し
て
も
父
親
と
し
て
も
恥

ず
か
し
い
限
り
で
す（
汗
）▼
今
月

の
特
集
は「
シ
イ
タ
ケ
」を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
取
材
や
編
集
な
ど
、

本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
シ
イ
タ

ケ
を
食
べ
る
前
に
30
分
の
日
光

浴
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
ぜ
ひ
実

践
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
シ
イ

タ
ケ
を
使
っ
た
わ
が
家
の
味
、
自

慢
の
味
、
お
便
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
カ
月
。
来
年
は
卯
年
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
気
が
早
い
で
す
が
、
ウ

サ
ギ
の
よ
う
に
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ

（
広
報
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
）
で

き
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）


